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１．運賃改定申請について 
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○運賃改定申請の概要 
 

１．背 景 

◆西武鉄道はこれまで、常に「安全・安心」を基本に、東京・埼玉

エリアにおいて通勤・通学・観光など、生活に欠かせない公共交
通機関として事業を運営してきた。連続立体交差事業やバリア

フリー化の推進、新型車両の導入、その他様々な施策を実施し、

過去 10 年で約 2,100 億円超の投資を行い、お客さまの安全性・
利便性の向上に積極的に取り組んできた。 

 

◆一方、新型コロナウイルス感染症の影響により、鉄道事業は深刻
な打撃を受けた。安全に支障しない範囲で設備投資を大幅に削

減・先送りし、さらに役員報酬や従業員賞与の減額などの緊急的

な費用の削減を行ったものの、鉄道事業単体では令和２年度は
約 36 億円の損失、令和３年度は約３億円の損失を計上した。輸

送人員は回復傾向にあるものの、テレワークの定着等のアフタ

ーコロナの生活様式等により、特に通勤定期旅客については、輸
送人員ベースで令和５年度／平成 30 年度比約 82.6％にとどま

っており、今後もコロナ禍前の水準に戻らないと見込まれる。 

 
◆このような状況下でも、鉄道事業者として安全・安心なサービス

をお客さまに提供するためには、増加する老朽設備の更新や、連

続立体交差事業、踏切安全対策、自然災害への対策などの各施策
の継続・推進が不可欠である。さらにホームドアなどのバリアフ

リー設備のさらなる整備加速やカーボンニュートラル実現への

取り組み、また今後の働き手を確保するため、従業員の処遇改善
や職場環境を向上させるための施設整備も必要である。 

 

◆厳しい事業環境が続くなか、永続的に鉄道事業を運営し、お客さ
まへ良質かつ快適なサービスを提供するため、同社の経営努力

を前提としたうえで、平成 14 年以来 24 年ぶり（消費税率変更

によるものを除く）となる運賃改定を申請するものである。 
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２．申請の内容 

（１）実施予定時期  令和８年３月 
 

（２）改 定 率  上限運賃平均 16.2%（10.7%） 

※()内は現行運賃に鉄道駅バリアフリー料金を含む場合 

 

（３）初乗 り運 賃  １円単位上限運賃169円（現行147円） 

10円単位上限運賃170円（現行150円） 

※現行は鉄道駅バリアフリー料金を含まない金額 

 

（４）定期旅客運賃割引率   通勤 37.2%（現行 37.3%） 
             通学 83.4%（現行 80.6%） 

※現行は鉄道駅バリアフリー料金を含まない場合 

 
（５）改定率・増収率一覧 

    通学定期旅客運賃は据え置くものとする。 

 
上 限 運 賃 

改 定 率 増 収 率 

定 期 外 16.8%（11.9%）  12.7%（8.0%）  

定 期 

通 勤 16.9%（10.0%）  16.5%（9.7%）  

通 学 － － 

計 15.4% （9.2%）  15.0%（8.9%）  

合計 16.2%（10.7%）  13.7%（8.4%）  

※（）内は現行運賃に鉄道駅バリアフリー料金を含む場合 
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○運賃改定申請内容について 

 

１．改定の考え方 

◯普通旅客運賃 

・現行の運賃に 1.155 を乗じ、１円未満を切り捨てたうえで、区

界毎の利用者間で格差が無く整ったタリフとなるよう１円単位

で調整を行った運賃とする。 

・遠距離区間については観光利用が主であり、秩父方面の観光旅

客の他交通機関との競合に鑑み改定幅を抑えた運賃とする。 

・設定した１円単位運賃から、10 円未満を切り上げた運賃を 10
円単位運賃とする。 

 

◯定期旅客運賃 

（通勤定期） 

・現行の運賃に 1.18 を乗じ、10 円未満を四捨五入したうえで、

普通旅客運賃と同様の調整を行い、区界毎の利用者間で格差が
無く整ったタリフとなるよう 10 円単位で調整を行った運賃と

する。 

 
（通学定期） 

・家計への負担に配慮し、運賃は据え置きとする。 
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２．申請内容 

①普通旅客運賃（大人）   
・1 円単位運賃 

              （単位：キロ、円） 

キロ程 現行 
申請 

上限運賃 
差額 改定率 

１～４ 147  169  22  15.0% 

５～８ 178  207  29  16.3% 

９～12 210  245  35  16.7% 

13～16 242  284  42  17.4% 

17～20 272  323  51  18.8% 

21～24 304  362  58  19.1% 

25～28 346  402  56  16.2% 

29～32 377  442  65  17.2% 

33～36 409  483  74  18.1% 

37～40 440  521  81  18.4% 

41～44 471  557  86  18.3% 

45～48 503  592  89  17.7% 

49～52 534  627  93  17.4% 

53～56 566  657  91  16.1% 

57～60 608  683  75  12.3% 

61～64 639  709  70  11.0% 

65～68 682  735  53  7.8% 

69～72 712  758  46  6.5% 

73～76 754  781  27  3.6% 

77～81 786  800  14  1.8% 

※現行は鉄道駅バリアフリー料金を含まない金額 
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・10 円単位運賃 
              （単位：キロ、円） 

キロ程 現行 
申請 

上限運賃 
差額 改定率 

１～４ 150  170  20  13.3% 

５～８ 180  210  30  16.7% 

９～12 210  250  40  19.0% 

13～16 250  290  40  16.0% 

17～20 280  330  50  17.9% 

21～24 310  370  60  19.4% 

25～28 350  410  60  17.1% 

29～32 380  450  70  18.4% 

33～36 410  490  80  19.5% 

37～40 440  530  90  20.5% 

41～44 480  560  80  16.7% 

45～48 510  600  90  17.6% 

49～52 540  630  90  16.7% 

53～56 570  660  90  15.8% 

57～60 610  690  80  13.1% 

61～64 640  710  70  10.9% 

65～68 690  740  50  7.2% 

69～72 720  760  40  5.6% 

73～76 760  790  30  3.9% 

77～81 790  800  10  1.3% 

※現行は鉄道駅バリアフリー料金を含まない金額 
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②通勤定期旅客運賃（大人１か月） 

     （単位：キロ、円） 

キロ程 現行 
申請 

上限運賃 
差額 改定率 

１～４ 5,540  6,540  1,000  18.1% 

５～８ 6,730  7,920  1,190  17.7% 

９～12 7,910  9,320  1,410  17.8% 

13～16 9,100  10,720  1,620  17.8% 

17～20 10,280  12,130  1,850  18.0% 

21～24 11,470  13,550  2,080  18.1% 

25～28 12,980  14,980  2,000  15.4% 

29～32 14,160  16,420  2,260  16.0% 

33～36 15,340  17,850  2,510  16.4% 

37～40 16,540  19,270  2,730  16.5% 

41～44 17,580  20,370  2,790  15.9% 

45～48 18,420  21,270  2,850  15.5% 

49～52 18,840  21,970  3,130  16.6% 

53～56 19,250  22,470  3,220  16.7% 

57～60 19,670  22,870  3,200  16.3% 

61～64 20,090  23,170  3,080  15.3% 

65～68 20,520  23,420  2,900  14.1% 

69～72 20,940  23,620  2,680  12.8% 

73～76 21,350  23,820  2,470  11.6% 

77～81 21,770  24,000  2,230  10.2% 

※現行は鉄道駅バリアフリー料金を含まない金額 

 

③通学定期旅客運賃（大人１か月）     

通学定期旅客運賃は家計負担に配慮し、据え置きとする。 
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○収入原価総括表 

（単位：百万円） 

科目 

令和 

５年度 

(実績) 

令和 

６年度 

(推計) 

令和 

７年度 

(推計) 

平年度３年間合計 

（令和８～10 年度） 

（推計） 

増収額 

c 

 

b-a 

増収率 

ｄ 

 

c÷a 

×100 
現行 

a 

申請 

b 

収 

 

入 

旅客運賃収入 90,846 93,992 94,885 269,063 305,887 36,824 13.7% 

定期外 51,272 53,477 54,131 154,929 174,588 19,658 12.7% 

定 期 39,574 40,514 40,754 114,133 131,299 17,165 15.0% 

特別急行料金等 4,331 4,756 4,809 14,016 14,016 - - 

運輸雑収等 3,833 3,895 3,951 12,200 12,200 - - 

小 計 99,011 102,643 103,646 295,281 332,105 36,824 12.5% 

雑収入 248 248 248 745 745 - - 

合 計 99,260 102,891 103,895 296,026 332,850 36,824 12.4% 

原 

 

価 

適正コスト 44,307 46,137 47,470 147,354 147,354 - - 

車両使用料収入等に 
係る人件費、経費 968 972 974 2,939 2,939 - - 

その他の運輸雑収等
に係る人件費、経費 3,576 3,850 3,981 13,027 13,027 - - 

山口線に係る人件費、
経費 141 146 149 465 465 - - 

車両使用料等に 
係る減価償却費等 545 562 567 1,624 1,624 - - 

動力費等 7,085 8,539 8,573 25,950 25,950 - - 

賃借料 1,047 1,059 1,071 3,307 3,307 - - 

固定資産除却費 2,459 2,143 2,448 7,779 7,779 - - 

諸税 5,429 5,540 5,670 18,376 18,376 - - 

減価償却費 18,005 19,126 20,541 71,081 71,081 - - 

小 計 83,568 88,078 91,448 291,905 291,905 - - 

雑支出 161 161 161 485 485 - - 

法人税等 3,545 3,697 3,796 12,414 12,414 - - 

事業報酬 10,369 10,649 11,076 35,482 35,482 - - 

合 計 97,645 102,587 106,482 340,287 340,287 - - 

差 引 損 益 1,614 304 -2,587 -44,261 -7,437 - - 

収 支 率 101.7% 100.3% 97.6% 87.0% 97.8% - - 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 
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○収入原価（平年度内訳） 

（単位：百万円） 

科目 
令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 

現行 申請 現行 申請 現行 申請 

収 

 

入 

旅客運賃収入 90,139 102,204 89,781 102,208 89,142 101,475 

定期外 51,781 58,352 51,737 58,301 51,410 57,934 

定 期 38,357 43,852 38,044 43,906 37,731 43,541 

特別急行料金等 4,701 4,701 4,676 4,676 4,639 4,639 

運輸雑収等 4,010 4,010 4,066 4,066 4,123 4,123 

小 計 98,850 110,915 98,525 110,951 97,905 110,238 

雑収入 248 248 248 248 248 248 

合 計 99,099 111,164 98,773 111,199 98,153 110,486 

原 

 

価 

適正コスト 48,369 48,369 49,217 49,217 49,767 49,767 

車両使用料収入等に 
係る人件費、経費 

977 977 979 979 982 982 

その他の運輸雑収等に
係る人件費、経費 

4,239 4,239 4,348 4,348 4,439 4,439 

山口線に係る人件費、
経費 

152 152 155 155 157 157 

車両使用料等に 

係る減価償却費等 
543 543 541 541 538 538 

動力費等 8,607 8,607 8,665 8,665 8,676 8,676 

賃借料 1,089 1,089 1,099 1,099 1,118 1,118 

固定資産除却費 2,686 2,686 2,613 2,613 2,479 2,479 

諸税 5,900 5,900 6,137 6,137 6,338 6,338 

減価償却費 21,988 21,988 23,724 23,724 25,368 25,368 

小 計 94,556 94,556 97,483 97,483 99,865 99,865 

雑支出 161 161 161 161 161 161 

法人税等 3,919 3,919 4,126 4,126 4,368 4,368 

事業報酬 11,290 11,290 11,859 11,859 12,332 12,332 

合 計 109,928 109,928 113,630 113,630 116,728 116,728 

差 引 損 益 -10,829 1,235 -14,857 -2,430 -18,574 -6,242 

収 支 率 90.1% 101.1% 86.9% 97.9% 84.1% 94.7% 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 
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○鉄道事業収支の実績及び推定 

 
（単位：百万円） 

項目 
令和５年度 

（実績） 

令和８～10 年度（３年間平均） 

現行 申請 

収入 99,260 98,675 110,950 

原価 97,645 113,429 113,429 

差引損益 1,614 -14,753 -2,479 

収支率 101.7% 87.0%  97.8%  

※端数処理のため、各項目の計と差引損益が一致しない場合がある 

※令和５年度の実績値は鉄道駅バリアフリー料金を含む金額 

※令和８～10 年度（３年間平均）は鉄道駅バリアフリー料金を含まない金額 

 

○運賃収入内訳 

 
（単位：百万円） 

項目 
令和５年度 

（実績） 

令和８～10 年度（３年間平均） 

現行 申請 

定期外 51,272 51,643 58,196 

定期 39,574 38,044 43,766 

合計 90,846 89,687 101,962 

 ※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 

※令和５年度の実績値は鉄道駅バリアフリー料金を含む金額 

※令和８～10 年度（３年間平均）は鉄道駅バリアフリー料金を含まない金額 
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○需要見通し 

（単位：千人） 

項目 
令和元年度 

（実績） 

令和２年度

（実績） 

令和３年度 

（実績） 

令和４年度 

（実績） 

令和５年度 

（実績） 

定期外 242,269 168,709 195,757 223,540 239,127 

定

期 

通勤 330,238 258,888 247,324 259,502 269,788 

通学 89,482 44,625 64,986 76,019 78,801 

計 419,720 303,513 312,310 335,521 348,589 

合計 661,989 472,222 508,066 559,061 587,716 

前年比 － 71.3％ 107.6％ 110.0％ 105.1％ 

                       （単位：千人） 

項目 
令和６年度 

（推定） 

令和７年度

（推定） 

令和８年度 

（推定） 

令和９年度 

（推定） 

令和 10 年度 

（推定） 

定期外 249,405 252,550 243,311 243,100 241,567 

定

期 

通勤 275,998 278,605 276,144 273,683 271,222 

通学 81,351 81,351 81,351 81,351 81,351 

計 357,349 359,956 357,495 355,034 352,573 

合計 606,754 612,506 600,806 598,134 594,140 

前年比 103.2％ 100.9％ 98.1％ 99.6％ 99.3％ 
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○設備投資実績と計画 

                                 （単位：億円） 

項目 
令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

実績 実績 実績 計画 

安全 172 194 207 236 

サービス改善 21 19 42 79 

輸送力増強 1 0 1 1 

合計 195 214 251 318 

 

（単位：億円） 

項目 
令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 

計画 計画 計画 計画 

安全 307 349 348 310 

サービス改善 82 77 66 58 

輸送力増強 2 22 25 43 

合計 393 449 440 413 
※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 
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○利用者サービスの向上策 

「安全・安心なサービスのさらなる追求」を事業の根幹に、「沿線

価値の向上（次世代の新宿線に向けて・より環境にやさしい西武鉄道

へ）」「デジタル化」「働きがい向上」の３つを重点テーマとし、中長

期的に事業を推進する。主要な施策は以下の通り。 

 

① ホームドア等バリアフリー整備 

（令和８年度～令和 10 年度の投資額計：130 億円） 

運賃への鉄道駅バリアフリー料金の加算は終了するものの、ホ

ームドア整備は継続し推進する。また、お客さまへホームドア整備

の長期的な展望を示すべく、新たに整備にあたっての長期的な目

標を定め、整備を推進する。 

ホームドアおよび固定柵の長期的な整備目標 

ア. ホームドアもしくは固定柵の全駅(東飯能～西武秩父駅間各

駅を除く)整備を目指す。 

イ. おおよそ 2030 年代半ばまでの間※で、池袋～小手指駅間、西

武新宿～新所沢駅間、小平～玉川上水駅間、豊島線、西武有楽

町線各駅へのホームドア整備を目指し、順次工事を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※連続立体交差事業など他の工事を予定する駅は、それら工事にあわせて整備を進める 
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② 車両更新 

（令和８年度～令和 10 年度の投資額計：348 億円） 

全線で実質 CO2排出量ゼロの運行を開始しているが、消費電力量

を削減し、より環境にやさしい西武鉄道を目指すべく、VVVF イン

バータ制御車両比率 100％を目指し、積極的な車両更新を進める。 

ア. 通勤車両更新 

旧型車両より省エネルギー化（消費電力 60％削減）、低騒音

化した 40000 系通勤車両を導入する。 

 

 

 

 

 

 

 

イ. サステナ車両※導入 

小田急電鉄より8000形を、東急電鉄より9000系を譲り受け、

支線系（国分寺線や西武秩父線など）に導入する。 

※他社から譲受した VVVF ｲﾝﾊﾞｰﾀ制御車両を西武鉄道独自の呼称として定義 

 

 

 

 

 

 

 

  

更新後：40000 系 更新前：2000 系 

更新前：2000 系/4000 系/101 系 更新後：サステナ車両 
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ウ. 新宿線有料着席サービス刷新 

新宿線で運行している10000系車両(ニューレッドアロー)を

ライナー型車両に置き換え、停車駅など運行形態も変更しサー

ビスを刷新する。柔軟な運行形態やお客さまの着席機会の拡充

などサービス向上を図る。 

エ. 山口線車両新造 

山口線 8500 系３編成は昭和 60 年４月の運行開始から約 40

年経過。新型車両に更新する。 

 

 

 

 

 

 

③ 新宿線連続立体交差事業 

（令和８年度～令和 10 年度の投資額計：126 億円） 

中井～野方駅間約 2.4km の地下化、東村山駅付近約 4.5km の高

架化、井荻～西武柳沢駅間約 5.1km の高架化の３区間において事

業を推進。これらの事業により、31 ヵ所の踏切を除却する。 

 

 

 

 

 

  

更新後：山口線新車両 更新前：8500 系 
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④ 電力・信号・通信設備更新 

（令和８年度～令和 10 年度の投資額計：256 億円） 

無線式列車制御（CBTC）システム導入をはじめとして、省設備化

によるスマートな事業運営を目指し、設備更新を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 線路・土木構造物更新 

（令和８年度～令和 10 年度の投資額計：74 億円） 

耐震補強・法面改良・落石防護対策など、自然災害対策を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

法面改良（芦ヶ久保駅） 耐震補強工事（秩父高架橋） 

無線式列車制御（CBTC）システム 
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⑥ 検修設備・現業施設の更新 

（令和８年度～令和 10 年度の投資額計：112 億円） 

各種検修設備の更新のほか、従業員が働きやすい・働きがいのあ

る環境を整え、将来を担う人財を確保する観点から、職場環境の整

備を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 大規模駅改良 

（令和８年度～令和 10 年度の投資額計：92 億円） 

ア. 小川駅駅舎建替 

駅前再開発を契機に、小平市と協力して駅舎建替え、自由通

路・歩行者デッキ整備を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2023 年度に整備した乗務員休憩施設 2024 年度に整備した宿泊施設 
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イ. 西武新宿駅の新たな地下通路整備計画 

令和３年 11 月、西武新宿駅からつながる新宿サブナードと

メトロプロムナードを結ぶ新しい地下通路が都市計画決定さ

れた。現在、着工に向け関係者との協議を進めている。本通路

の開通により、西武新宿駅と新宿駅の乗り換え利便性とまちの

回遊性の向上を目指している。 
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○他社運賃との比較 

（普通旅客運賃 １～30 キロ）  

 
※１円単位運賃を記載 
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（通勤定期旅客運賃 １～30 キロ） 

 
※大人１か月の運賃を記載  
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（通学定期旅客運賃 １～30 キロ） 

 
※通学定期旅客運賃は据え置き 

※大人１か月運賃を記載（各社とも鉄道駅バリアフリー料金の設定無し）  
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（競合区間での他社との比較） 

 

区間 種別 

西武鉄道 競合 

現行（円） 申請（円） 
社名 

現行（円） 
区間 

池袋～ 

練馬 

普通 188 207 

東武鉄道 

池袋～ 

東武練馬 

209 

通勤定期 7,330 7,920     8,340 

通学定期 2,100 2,100 3,070 

池袋～ 

石神井公園 

普通 220 245 

東武鉄道 

池袋～ 

和光市 

261 

通勤定期 8,510 9,320 10,610 

通学定期 2,810 2,810 3,820 

池袋～ 

ひばりヶ丘 

普通 282 323 

東武鉄道 

池袋～ 

朝霞台 

324 

通勤定期 10,880 12,130 12,260 

通学定期 3,390 3,390 4,190 

池袋～ 

本川越 

普通 481 557 

東武鉄道 

池袋～ 

川越 

481 

通勤定期 18,180 20,370 16,150 

通学定期 4,570 4,570 4,840 

※通学定期旅客運賃は据え置き 

※現行は鉄道駅バリアフリー料金を含む金額を記載 

※普通旅客運賃は１円単位運賃を記載、定期旅客運賃は大人１か月の運賃を記載 
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（競合区間での他社との比較） 

 

区間 種別 

西武鉄道 競合 

現行（円） 申請（円） 
社名 

改定案（円） 
区間 

西武新宿～ 

上石神井 

普通 252 284 

JR 東日本 

新宿～ 

吉祥寺 

253 

通勤定期 9,700 10,720 7,840 

通学定期 3,020 3,020 5,960 

西武新宿～ 

小平 

普通 314 362 

JR 東日本 

新宿～ 

国分寺 

440 

通勤定期 12,070 13,550 13,120 

通学定期 3,670 3,670 8,230 

西武新宿～ 

玉川上水 

普通 387 442 

JR 東日本 

新宿～ 

立川 

528 

通勤定期 14,760 16,420 15,600 

通学定期 3,960 3,960 8,550 

西武新宿～ 

拝島 

普通 450 521 

JR 東日本 

新宿～ 

拝島 

616 

通勤定期 17,140 19,270 18,720 

通学定期 4,260 4,260 9,190 

※通学定期旅客運賃は据え置き 

※現行は鉄道駅バリアフリー料金を含む金額を記載 

※普通旅客運賃は１円単位運賃を記載、定期旅客運賃は大人１か月の運賃を記載 

※JR 東日本の運賃は申請中の運賃を記載、通学定期旅客運賃は大学を記載 
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２．会社の概要等について 
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西武鉄道株式会社の概要 

 

１．会社概要 

（１）設 立：明治 45 年５月７日 

（２）会 社 名：西武鉄道株式会社 

（３）代 表 者：代表取締役社長 社長執行役員 小川 周一郎 

（４）所 在 地：東京都豊島区南池袋一丁目 16 番 15 号 

（５）従業員数：3,556 人（令和６年３月 31 日時点） 

（６）営業キロ：176.6km 

（７）資 本 金：216 億 65 百万円 

（８）事業内容：鉄道事業、付帯事業 

 

２．輸送人員、運賃収入の推移 

（単位：千人、百万円） 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

輸送 

人員 

定 期 312,310 335,521 348,589 

定期外 195,757 223,540 239,127 

計 508,066 559,061 587,716 

運賃 

収入 

定 期 34,861 36,091 39,574 

定期外 39,538 45,739 51,272 

計 74,399 81,830 90,846 

※端数処理のため、各項目の計と合計が一致しない場合がある 

※運賃収入には鉄道駅バリアフリー料金を含む 
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３．経常損益等の推移（単体） 

（単位：億円） 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

営業収益 1,176 1,270 1,227 

営業利益 23 78 177 

経常利益 16 56 186 

当期純利益 350 75 240 
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○西武鉄道の路線図 
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３．西武鉄道の事業計画等について 
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○西武鉄道の事業計画等について 
 

令和６年５月公表 西武グループ長期戦略 2035・中期経営計画（2024～2026 年度）より抜粋 
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令和７年３月公表 鉄道旅客運賃の変更認可申請に関するニュースリリース資料より抜粋 
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〈参考〉親会社の概要等について 
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株式会社西武ホールディングスの概要 

 

１．会社概要 

（１）設 立：平成 18 年２月３日 

（２）会 社 名：株式会社 西武ホールディングス 

（３）代 表 者：代表取締役会長 会長執行役員 兼 CEO 

 後藤 高志 

代表取締役社長 社長執行役員 兼 COO 

 西山 隆一郎 

（４）所 在 地：東京都豊島区南池袋一丁目 16 番 15 号 

（５）従業員数：323 人（令和６年３月 31 日時点） 

（６）資 本 金：500 億円 

（７）事業内容：グループ全体の経営戦略策定 

グループ事業会社の経営管理 

グループ全体の資金管理・調達 

グループ全体の広報 

グループコンプライアンスの推進 

（８）主な子会社：西武鉄道(株) 

        (株)西武・プリンスホテルズワールドワイド 

        (株)西武不動産（令和７年４月１日より） 

 

２．グループ構成企業の数 

（１）連 結 子 会 社：78 社 

（２）持 分 法 適 用 関 連 会 社：  ３社 

（３）持分法非適用非連結子会社：  ２社 

 ※いずれも令和６年３月 31日時点。 
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３．経常損益等の推移（連結） 

（単位：億円） 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

営業収益 3,968 4,284 4,775 

営業損益 -132 221 477 

経常損益 -174 201 430 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 
106 567 269 

純資産 3,872 3,776 4,321 

総資産 17,034 15,878 16,350 

有利子負債 9,311 7,933 7,636 
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４．グループの長期戦略・中期経営計画の概要 

令和６年５月公表 西武グループ長期戦略 2035・中期経営計画（2024～2026 年度）より抜粋 

 

 

 


